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ミズガヤツリの防除に関する生態学的研究
Ⅰ 佃 休 生 態 に つ い て


































lil(二示した 粧了から発/I=し,rJ ,のは裾別′I-帝が遅 く,水川こ熱闘 ~るg)こリく.1fluJL塊 即 ､
ら発′LしたもUlてある.4-5)=こ塊省か仁-)侶LiLf=旧作の/_LJ主は川起fL/′ゝかL_1'によっ
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2) 試 験 結 果
6水川く~おける 日.,'ifjIJ)ミズガヤツ1)塊 'j;数を'粧端鳩叢と申rT])魁%.に分けて第3円に′j､
Lf-. いずれの水JLIて 1,.人,Wi'JjLrJ)他 省か 地点かF,1'Fさ10cm までに形成 されていた.
しかし.5cm よりも粋 .､Ll,･1の塊等故と5-1Ocmの 卜桝の塊茎数との多少は 水肘によ
1て界なっていた †な)1(),純鵜の押他に ミズカヤツ1)を常帆した水mでは,地表か ら
5cm まてに 66%.5-10cmに!土30_qiて.ほし､=:)の塊等が .許しく多か,,た.拘り与の'ili･
地疎帆の水IHと水FIt-Z糾Il't托竹 Ilとでは.地おから5cm 号でと,5-10cm との犠 牲牧が
､iJ'7-1Lか.,/I.ニJ=二対し.拙娘の水仙州清水川 とT-1t･I,.l､ク)I!.Jtおよび花原市の水IIlで
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洩鵜の裸地徳柵の水rtJては, ミズカ~ヤツ1)かrf,'性 状態となり,その典条数が m2当たt)
約 900,塊茎数もm2当たり3,610個と多かった,'lJ.(潤 の裸地疎植水田でも呼沖 状態とな
り,塊者数も多く,2.220個に蓮した. 他の水田の塊茎数は,裸地に棉付けた鵡鵜の両水








1) 試 験 方 法
90cm角,深 さ60cmのコンクリー ト相 を用 い,その底の排水孔を聞いたままの排水






2) 試 験 結 果
(a) 地 氾
試験期閃小の地LJ.7'Lの変化を, r'l金柑 )'t体iJ用 い, n勤､F･衡温度記ihL計によ･,て山跡し
た.地表からの深さ1cm,6cm,18cmの最高地NLと出帆地温を半句帥こ平均Lた総見
を第 4[郡こ示した.深さ1cmでは 最高地温と粒低地温のけりきが 大きく,15cc あるいは
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排水区では 両者の中間の切付が 多かった. 4月箭]-1':句には地表から深さ6cm までの最
高地温が 15Oc以上になることがあったが,稚さ18cmで収 12.6oC以下であった.5月





ように排水区において.LP.71許が帖もよく,快 さ3cmでは4Jl第 1半価 こは 出井を的め, 1
か月の間に ほとんど全部出芽LF=.溌 くなるにつれて.LF.芽が おくれたが,深さ18cmの
鴫叢 も4月第 5半旬には HJHj二を始め,発芽力を市するものは 5月末まで に 大部;jW'. 二･j'･し
た.とこ/-I)が,湖珊区では,喋 くなるにしたがってとil,_L許婚が n:しくおくれ,6cm と12cm
の深さにおいた城等の.'1芽が 揃ったのは 6月1､Llljであ り,深 さ18cmの塊篭は わずかし
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て,この発月試y'王で発 ･排しなかった鶴巻は,拙t).Hl丁 までに l.懐中で発芽力を失 っていた
とみなされた.以上の結果から,排水区および湿潤区の,地譲および稚さ1cm の土壌中






さ 3cm と 6cm の発芽率は 高かったれ 12cm より深いと, 深いほど 発芽率が 低下 し
た.lFL.水区においては,深さ 3cm からjy8-排が 恐 くな り,6cm より深いIJ二郎 こおいたJLk
A,は一部より発井 しなか-1た.碓井しなか-∫/こ他端o)多くは黒要してお f),また塊半 のJ.ri
関の上境 も黒 くなっていた.
(d)塊茎のJTiJA:似塑
_+_夢中でlヨ然に発芽 した鳩葺では, ]芽だけが確沸 し,他は休眠 してし､ることが多い.
出芽 した塊茎を掘 り出し,どの箱の芽が発芽 したかを調査 した.本試験では先端塊茎 と中
間塊寒の両者を 用 い た.3-6節の塊茎を 選んだが,先端塊茎は 4節 と5節のものが多
く,中間塊茎は 3節と4節のものが主てあった.頂芽に最 も近い節を第 1節 とし,発条)ー,し
剤の方向に順次第 2,第3節 と呼 称した
その結果を第1表に/示した,光3㍍i塊
毛の拍射 堪勢 が とくに 動 く, 全休の
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した ものが27%で,節位が下が るに し
たがって次雛に'.1'･u/rTが低下 し,JIB併優勢が兄端塊茎 ほどは強 くない ことか示された,塊砦
の上成巾の深 さと]fl許優勢との間には明らかな(.ig掛 土認め られなかった,
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節7LlI塊葛の深さ.基粂-)榊 iの頂きT3.エ〇こ耶某の長さの間の榔刊V.僻
地舟 二近い 塊茎から発芽した井てLt視 軸 tほとんど 伸長せず,発条-)iL部は他'幕と密着し
ていた,塊等の 深さが 撒 くなるに したが(て択馬が 長 くたったが,糞魚基部も深 くなっ
た.そして,蝿篭が深いほと､根弟の長 さの葉条埴部の深さに対する比 (Z/Y)が大きく
な-,ていた.このようナ亡牧草の仲良があって,深い十机の塊雀からもltj芽+ることが認め
られわ.しかし,深さ 18cm の塊溝かI:)伸長した板葺は 括しく長 くな一,たが,それから
先生Lた韮条にはなお地表まで伸媒せず,十頓中で死滅したものがかなりあった.
4. 低温と乾燥によるミズカヤツリ塊茎の死滅
1) 試 験 方 法
低温fh一風槽の&,JL硬を5oCと-5Ocに設定し, ミスカヤツリの 発芽力に及,'3:'す 弧性の)71Lf
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金塊濃 が 発芽)｣を 失っ
た,しかし,水分の減′山王若しくはなかった.低弧乾燥粂件でIL,処鹿川q始血後から塊茎











しない現象が 認められた. このような現象が あるため,土塊が -1oC以下の低温になる
には,それよりも,r瓜い払渡o)大気中に長日引拙さらされている必要があることが[9-Jらかとな
った.
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の塊茎を眺武したが,鳩軌1および4にf粘試したのは 系統 CM だけであ ,ーた. 発芽試験
において,発芽 した芽が透明な渋い緑色で,ほとんど伸長しない もU)があ F),それを即 it;






と11.9%であった.-4.8oCでは YNは全 く発甘せず,SSのJII常発芽が 2.5%,異常発
芽が 15%であった.-60CではSSの 17,5%に鴻常発芽が認められた,新潟産 NBと宮
崎産のMとは,一3.70Cで50%以上が 発芽せず,-4OCよりも低温では全 く発jiLなか
った.これらの結果によって,二L-.塊の温度が一4.O〕C前後に低下した場かこ.その 上塊中
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2蓑でも般低温度が -4.OoCにな-つた処理では-3oC以下の低温が2時間43分,-4.2oC




1) 試 験 方 法
90cm角,深さ60cmのコンクリー ト相のT肘i35cm の上に,表上を 15cmの探さ
に詰め,水仙 こノIi育巾の 1射 y]の ミスガヤツリの東条を,,8月8l=Iに棉付けた.柚廿本数
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を 肋 袖 くれ るに したが 1て小
繋 さくな り,とくに発条の車i.i
低 卜が甚しかったが,塊茎通
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たカ㍉ 9月にな って出芽 した
盛典で は 約 1か月 耗適 して
も,果長が 50cm 前後か,そ
れl:J.卜であ り,乾 酌も2g前
後か,それ 以下と 小 さ かっ
-F二_
考 察





さ10cm 安てに形戊さ)L7Jことはfl､ら(1963)と榊(1965)が裾 I1.-してお り,本研究にお
いて供.試した '多くの 水Illでもfrl]して あ一,たが.5cnlよl)もt近し､土蜘 二多い場(.-と,5-
56世(lIJ77) 27
10cmの深さに多い場/LTとが あった. 浅い土掛 こ多かった 水u=jほ,水稲が('川 .け されず
に, ミズガヤツリだけが植付けられ,増殖 して密′ヒ状態になった水[日か,あるいは水稲が




温度が低いほど発芽揃いまてのEl数か長 くなる,幼 芽の伸長 も代温ほど緩慢なため,低配
下における出芽のおくれは,発芽のお くれ よりも拡大されるはすである.地鮎の観TRl腐 巣
によって明らかにされたように,地表附近の温度の 口硬差はきわめて大きかったが,_t･lコ
深 くなるにしたがって小さくな T),18cmの深 さでは般満地温と最低地温の差がわずかで
あった.そのため,最高,般低のYlJ均の地温では,深さによる差は大きくはなかった,混
高地弧の上狛 ま地表に近いほとEFl･く,4月節1半如 二は,地表から深 さ18cm までの平均






こには魁度以外の要LZgが大 きく作Jljしていたことか うかがえた.第6図の光 球試験u欄 .LJ上
では,発芽率が 低Tしていなかった亨hL潤Lj1.の深さ6cmの塊豊の出井が,第5伸 二小され
かった,湿潤区の 12C汀L18cmの塊茎からの出射 よさらに遅れた,水分が 多い卜壌小て
は, ミズガヤツ1)の塊名は越冬rl.に死滅するだけでな く,越冬後の出芽 も才姉別されること
が示された.排水区においては,越冬･小こ死滅した塊jF.ほほとんどなかった.しかし,沫




ほど根茎 も良 くはなったが,その仲良に刷限度があ り,塊茎が保 くなるに従って発条u〕∠占
邦 もまた深 くなった. したがって,深さ18cmの塊雀から伸長した 根茎はかな り深い位
借の節から瀬を発生し,そのため それL')のうちには 地表に 到 運するまでに .l･.駿中でタヒん








糊付 こ,もとり地Tで掛こあった jlri耳優勢が,とのように 変化するか,i:明らかにす ること


















































て,TTC還プ己力を 失 うとされている (植木 1965).-マスケの塊裳の耐独性 〟)似非温度
が,その分布の 北限とl娼係 が あるということで あるが, このような関係は yellow nu-
tsedge(CyPerusesculentusL.)の米国における分布の研究においても認められて いる
(Stoler1973), 粁者の')さ輪では,-マスゲV)塊耕 まミズガヤツ1)の塊茎よりも耐†射生が













l1･の_垂直分れ 甘草の l-_壌小Op)深度と l一健のI闘iほ が規制 二及ぼす彫鞘,低鋸と乾燥によ
る塊茎のタヒ滅および葉条の′l_止と塊_韮JLZl戊について桝究した
1. ミズガヤツリ鳩叢-i/jJr-3成深度を 条作を異にす7tJIJlJTiuLにおいて .J.]itr.Ll=.その塊ii-
は,地表から約 10cm まての深さに形成された嚇(Tが 多か った. そのうちでは,地表か
ら5cm までに形成された 塊茎o)故とS-10cm の深さに形成されたものとの1.L-lJliが,川
切によって}F''(-なった, ミガズヤツリが密/1-.した観相 こは,地表から深さ5cm 手でにより
多 く形成されていたが,一般の水稲瓜培Hlては 5-10cm の深さに多かった.
2. ｣二壌q)乾鮎と塊草の L壌｢lFの深度は. ミズガヤツリ塊茎の越冬中の′L存)i:減および
越冬後の出師 こ対 し,大きな,riZ誰を及ほ した.
排水区と湿潤区との地表の塊茎は,越冬中に全部北滅 した.排水区の3cm よ[)も深い
:r:.Jtyfの塊耳は,越冬後まで -ft=3-〃畔が 低 卜しなか一)た. しか し.7!l用r.l区では 12cm よf)稚
いI.吊において,LJ･L水IJ(二では 3cm より伴 いーlJL:.:Lに_い ､て,地 溝の碓こいや',か y;しく帆 卜し
た二.
30 Eh=芋 仙 北
排水r耳においては, 4rJ卜旬に稚さ3cmの鳩草からの.lLJ.Jf-が 始ま･,た.沌いニトYL号のJl,&_
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